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資料ページ

13:30～13:40 【開会挨拶 】
（10分） 国土交通省住宅局長     宿本  尚吾 氏

経済産業省GXグループ長     伊藤  禎則 氏

（一社）日本経済団体連合会　環境委員会地球環境部会長
（日本製鉄（株）副社長）

    舩越  弘文 氏

経済産業省GXグループGX推進企画室長     河野  孝史 氏 ｐ.13

金融庁企画市場局企業開示課長   小長谷  章人 氏 ｐ.23

国土交通省住宅局参事官（建築企画担当）     髙木　直人 氏 ｐ.29

14:50～15:00
（10分）

 パネリスト

（０）はじめに

（前出）    清家   剛 氏 p.53

太平洋セメント（株）執行役員 研究開発本部副本部長   江里口  玲 氏 p.59

（株）サイプレス・スナダヤ 代表取締役社長  砂田 雄太郎 氏 p.63

日本製鉄（株） 環境政策企画部 上席主幹   平川  智久 氏 p.65

三井不動産（株）サステナビリティ推進部長  松野 健太郎 氏 p.69

（株）みずほ銀行 サステナビリティ企画部 担当部長    山我  哲平 氏 p.71

（６）ディスカッション  パネリスト全員

16:25～16:30 【閉会挨拶】

（5分） 内閣官房　内閣審議官 今村　敬 氏

16:30 閉会

（３）日本製鉄のカーボンニュートラルに向けた取り組み状況

（４）「見える化」から始める、環境価値の創出
～建設時GHG排出量算定と＆EARTH for Nature～

（５）建築物ライフサイクルカーボン評価の活用に向けた〈みずほ〉
および金融機関の取り組み

プログラム（　目　次　）

13:40～14:00
（20分）

【基調講演】

「 建築物のライフサイクルカーボン評価のこれまでとこれからについて」

p.1

（１）セメント産業の現状とカーボンニュートラルに向けた取組み

（２）建築物ライフサイクルカーボン評価の活用に向けた
サイプレス・スナダヤの取り組み

15:00 ～16:25
（85分）

【パネルディスカッション】
テーマ：建築物ライフサイクルカーボン評価が生み出す新たな価値 ｐ.51

モデレーター：清家　剛 氏 東京大学大学院教授、ゼロカーボンビル推進会議WG主査

14:00～14:10
（10分）

14:20～14:50
（30分）

【情報提供３】

「 建築物ライフサイクルカーボン評価制度の創設（改正建築物省エネ法案）」

【途中休憩】

　建築物のライフサイクルカーボンの算定・評価等
を促進する制度に関する検討会　座長

ゼロカーボンビル推進会議　委員長
（一財）住宅・建築SDGs推進センター　理事長

 伊香賀 俊治 氏

【情報提供１】

「 GXをめぐる情勢とGX需要創出施策について」

14:10～14:20
（10分）

【情報提供２】

「 有価証券報告書におけるサステナビリティ情報開示・保証制度の導入
（改正金融商品取引法案）」
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開  会  挨  拶

国土交通省住宅局長  宿本 尚吾 氏 

 経済産業省 GX グループ長  伊藤 禎則 氏 

(一社)日本経済団体連合会 環境委員会 地球環境部会長 

（日本製鉄（株）副社長） 

舩越 弘文 氏  
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基  調  講  演

演 題：建築物ライフサイクルカーボン評価のこれまでとこれから 

ご講演者：伊香賀 俊治 氏 

建築物のライフサイクルカーボンの算定・評価等を 

促進する制度に関する検討会 座長 

ゼロカーボンビル推進会議 委員長 

（一財）住宅・建築 SDGs 推進センター理事長 
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 情 報 提 供 １       

演  題：GXをめぐる情勢と GX需要創出施策について  

ご講演者：河野 孝史 氏  経済産業省 GXグループ GX推進企画室長 
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                                情 報 提 供 ２                                      
 
演  題：有価証券報告書におけるサステナビリティ情報開示・保証制度の導入 

（改正金融商品取引法案）   
 

ご講演者：小長谷 章人 氏  金融庁企画市場局企業開示課長 
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                                情 報 提 供 ３                                      
 
演  題：建築物ライフサイクルカーボン評価制度の創設（改正建築物省エネ法案）   

 
ご講演者：髙木 直人 氏  国土交通省住宅局参事官（建築企画担当） 
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           パネルディスカッション            ＊ 

 

テーマ：建築物ライフサイクルカーボン評価が生み出す新たな価値   

 

モデレーター：清家 剛 氏 東京大学大学院教授、ゼロカーボンビル推進会議 WG 主査                         

                          

                 

 （０）はじめに                      （前出）   清家 剛 氏  

 

  （1）セメント産業の現状とカーボンニュートラルに向けた取組み 

         太平洋セメント（株）執行役員 研究開発本部副本部長     江里口  玲 氏 

 

 （2）建築物ライフサイクルカーボン評価の活用に向けた 

サイプレス・スナダヤの取り組み 

（株）サイプレス・スナダヤ  代表取締役社長     砂田 雄太郎 氏 

 

（3）日本製鉄のカーボンニュートラルに向けた取り組み状況 

日本製鉄（株）環境政策企画部 上席主幹    平川 智久 氏 

 

（４）「見える化」から始める、環境価値の創出 

〜建設時 GHG 排出量算定と&EARTH for Nature〜 

       三井不動産（株）サステナビリティ推進部長    松野 健太郎 氏      

 

（５）建築物ライフサイクルカーボン評価の活用に向けた〈みずほ〉 

および金融機関の取り組み 

        （株）みずほ銀行 サステナビリティ企画部 担当部長    山我 哲平 氏 

 

（６）ディスカッション                         パネリスト全員           
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シンポジウム 

ライフサイクル思考が生み出す新たな環境価値 

                               閉  会  挨  拶                                      

 

 

                      

                             

                                             内閣官房 内閣審議官 

                                     今村 敬 氏            
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